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心房細動は患者数の多い不整脈の1つであり，わが国における有病者は約100万人と
推定されている。心房細動は高齢になるほどその有病率が高くなるため，高齢化の進む
わが国では，今後も患者数がさらに増加すると予想されている。心房細動は脳梗塞・
心不全・認知機能低下といった合併症を生じるため，無症状であっても早期発見と早期
介入が重要である。

さて，本特集を手に取ったあなたは，このようなことは十分ご存じではないかと思う。
循環器医にとって，心房細動をテーマにした特集や記事を目にすることは比較的多く， 
“ 心房細動の話はどこかで見た ” と思われるかもしれない。しかし，心房細動を取り巻
く環境は近年急速に変化している。

近年の変化の第一は，一般人口のなかで心房細動という病気の認知が上がっているこ
とである。学会を始めとするさまざまな啓発活動の成果といえるが，ヘルスケア機器で
病名が表示されることもここに寄与している。第二は，ウェアラブルデバイスなどに
よるスクリーニング手法の進歩である。自覚症状を訴えて病院を受診するのではなく，

「スマートウォッチに心房細動と表示されました」といって受診するというケースも増
えた。第三は，AI による有病予測が可能になったことである。2024年に，AI を用いて
洞調律心電図から発作性心房細動の有病を予測する心電計が医療機器承認を得て発売さ
れた。従来の心電図自動診断とは異なり，循環器医が波形をみても診断できないことを
AI が予測するという点で画期的といえる。第四は，治療の面での変革である。2024年
にわが国での医療機器承認を得たパルスフィールドアブレーションは，従来の熱エネル
ギーとは異なる機序により，心筋細胞選択的に病変を形成して他臓器への影響が少ない
という特徴がある。

本特集では，“ALL about 心房細動 ” として，発症メカニズム解明の進歩，早期発見
の進歩，治療学の進歩，についてそれぞれエキスパートの先生に解説をお願いした。
心房細動について不安がある方はもちろん，ある程度知っているという方も，知識の
アップデートのために一読して頂ければ幸いである。
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